
「
読
書
の
秋
」「
食
欲
の
秋
」。
秋
は
様
々

な
活
動
が
し
や
す
く
な
る
季
節
で
す
が
、「
文

化
の
秋
」
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
ね
。
今

年
も
１０
月
４
日
（
木
）
の
公
開
講
演
会
を
皮

切
り
に
民
俗
芸
能
大
会
、
旧
大
石
家
住
宅
の

特
別
公
開
、
江
東
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
と

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
。

上
の
写
真
は
明
治
４５
年
（
１
９
１
２
）
７

月
１９
日
に
鋼
鉄
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
た
新
大

橋
の
開
橋
式
に
お
い
て
披
露
さ
れ
た
角
乗
と

手
古
舞
の
写
真
で
す
。
今
年
も
１０
月
２１
日
の

区
民
ま
つ
り
で
こ
れ
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
き
た
技
が
公
開
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
江
東
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
で
は
職

人
さ
ん
に
よ
る
実
演
公
開
、
体
験
教
室
を
中

心
に
、
伝
統
工
芸
師
の
後
継
者
に
よ
る
「
伝

統
を
継
ぐ
も
の
展
」、
工
芸
品
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
ル
な
ど
を
行
い
ま
す
。
是
非
こ
の
機

会
に
江
東
区
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

深
川
江
戸
資
料
館
、
芭
蕉
記
念
館
、
中
川

船
番
所
資
料
館
で
も
多
く
の
企
画
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
深
川
江
戸
資
料
館
で
は
特
別
展

「
掘
割
が
町
を
つ
く
る
〜
江
東
の
４
０
０
年

〜
」、
中
川
船
番
所
資
料
館
で
は
開
館
５
周
年

特
別
企
画
展
「
江
東
区
の
た
か
ら
も
の
」、
芭

蕉
記
念
館
で
は
時
雨
忌
講
演
会
、
そ
し
て
３

館
合
同
の
史
跡
め
ぐ
り
な
ど
、
各
館
の
イ
ベ

ン
ト
も
盛
り
沢
山
で
す
。
こ
ち
ら
も
ふ
る
っ

て
ご
参
加
下
さ
い
。

1

NO.

239
2007.9.27

○07江東区文化財保護強調月間

民俗芸能大会
旧大石家特別公開
文化財講演会
江東ものづくりフェア

○深川江戸資料館特別展

「掘割が町をつくる
～江東の400年～」

○中川船番所　平成19年特別企画展

「江東区のたからもの」

◎江東歴史紀行

「新大橋をわたる人、まもる人」

◆大江戸八百八町を掘る！

◆ここにも歴史があった

’07 江東区文化財保護強調月間�

上
・
明
治
45
年
7
月
19
日
に
披
露
さ
れ
た
角
乗�

下
・
明
治
45
年
7
月
19
日
に
披
露
さ
れ
た
手
古
舞�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
土
木
学
会
土
木
図
書
館
所
蔵
）
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【
午
前
の
部
（
午
前
１１
時
〜
１２
時
３０
分
）】

場
所
木
場
公
園
内
入
口
広
場

東
京
木
場
角
乗
保
存
会

江
戸
時
代
に
木
場
の
筏
師
（
川
並
）
は
水

に
浮
か
べ
た
材
木
を
、
鳶
口
ひ
と
つ
で
乗
り

こ
な
し
、
筏
を
組
ん
で
い
ま
し
た
。
角
乗
は

そ
の
仕
事
の
余
技
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

（
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

【
午
後
の
部
（
午
後
１
時
〜
３
時
５０
分
）】

場
所
木
場
公
園
内
ふ
れ
あ
い
広
場

木
場
木
遣
保
存
会

川
並
衆
が
材
木
を
操
る
と
き
に
互
い
の
息

を
合
わ
せ
る
た
め
に
詠
わ
れ
た
労
働
歌
で
す
。

（
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

木
場
木
遣
保
存
会

木
遣
と
と
も
に
大
数
珠
を
手
繰
っ
て
念
仏

を
唱
え
る
大
変
珍
し
い
も
の
で
す
。

（
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
）

砂
村
囃
子
保
存
会

江
戸
時
代
中
期
に
金
町
の
香
取
明
神
社

（
現
葛
飾
区
葛
西
神
社
）
の
神
官
が
百
姓
に
教

え
た
祭
囃
子
の
流
れ
を
く
む
お
囃
子
で
す
。

（
区
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会

富
岡
八
幡
宮
の
大
祭
で
神
輿
の
先
頭
に
立

ち
、
木
遣
を
唄
い
な
が
ら
、
男
髷
に
裁
着
袴

と
い
う
粋
な
い
で
た
ち
で
練
り
歩
き
ま
す
。

昔
は
辰
巳
芸
者
が
行
い
ま
し
た
。

（
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
）

深
川
力
持
睦
会

江
戸
時
代
か
ら
倉
庫
地
域
で
あ
っ
た
佐
賀

辺
り
で
、
米
俵
や
酒
樽
な
ど
の
運
搬
を
す
る

人
々
の
余
技
と
し
て
芸
能
化
し
た
も
の
で
す
。

（
都
指
定
民
俗
無
形
文
化
財
）

＊
力
持
終
了
後
に
「
力
餅
」
を
配
り
ま
す
。

旧
大
石
家

住
宅
は
江
戸

時
代
に
建
て

ら
れ
た
区
内

最
古
の
木
造

民
家
で
す
。

現
在
は
区
指

定
有
形
文
化

財
と
し
て
、

旧
大
石
家
住

宅
友
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
大
切
に
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。
普
段
は
土
・
日
・
休
日
の

み
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
期
間
は

特
別
に
平
日
も
公
開
し
ま
す
。
こ
の
期
間
中

は
「
古
民
家
に
伝
わ
る
器
た
ち
」
と
し
て
大

石
家
や
東
砂
周
辺
の
お
宅
に
伝
わ
っ
た
重
箱

や
盃
、
皿
な
ど
の
飲
食
器
を
展
示
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
恒
例
の
ベ
ー
ゴ
マ
や
輪
投
げ
な
ど

の
昔
の
遊
び
も
楽
し
め
ま
す
。
時
間
が
止
ま

っ
た
よ
う
な
古
民
家
で
昔
の
世
界
に
飛
び
こ

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

場
所

旧
大
石
家
住
宅

（
南
砂
５
―
２４
地
先
　
仙
台
堀
川
公
園

内
ふ
れ
あ
い
の
森
）

時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

私
た
ち
の
食
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
米
。
こ
の
米
と
江
東
区
は
非
常
に
深
い

つ
な
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。「
江
戸
の
倉
庫
」

で
あ
っ
た
深
川
に
は
多
く
の
米
商
人
が
活
躍

し
、
佐
賀
１
丁
目
に
は
か
つ
て
深
川
正
米
市

場
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
、
大
豆
生
田
稔
先

生
を
お
招
き
し
て
、
明
治
時
代
を
中
心
に
米

取
引
の
実
態
を
見
て
い
く
と
と
も
に
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
深
川
の
米
商
人
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講
師

大
豆
生
田
稔
（
東
洋
大
学
教
授
）

時
間

午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分

場
所

江
東
区
教
育
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

（
東
陽
２
―
３
―
６
）

定
員

８０
人
（
先
着
順
）

申
込

電
話
で
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
へ

申込・問合先�
生涯学習課文化財係�

13647―9819

＊区報、ホームページで
もご案内しております
のでご覧下さい。�

http://www.city.koto.lg.jp/�
seikatsu/shogai-gakushu/

HPアドレス�
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伝
統
技
術
に
よ
る
も
の
づ
く
り
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

江
東
区
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
に
触
れ
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。会

場

森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
（
森
下
３
―
１２
―
１７
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
第
２６
回
　
伝
統
工
芸
展

区
の
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）
保
持
者

の
方
々
の
作
品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
期

間
中
、
職
人
さ
ん
の
技
を
実
際
に
見
学
で
き

る
実
演
公
開
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
職
人

さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
も
の
づ
く
り

の
体
験
も
で
き
ま
す
。
実
演
・
体
験
の
日
程

は
下
記
の
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
体
験
申
込
み
】
当
日
会
場
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
教
材
費
が
か
か
り
ま
す

伝統工芸技術の実演・体験日程�
日　時 10：00～12：00 13：30～15：30

江戸指物　山田一彦
はしをつくってみよう（はし置き付き）
定員8名　費用 1,200円
相撲呼び出し裁着袴　富永　皓  ※実演
「裁着袴をはいてみよう」（無料）
※作品を持ち帰ることはできません
江戸木彫刻　岸本忠雄
桐の文箱に文字を彫ろう
定員8名　費用 2,000円
更紗染　佐野利夫・勇二
東海道五十三次額絵「箱根」を染めよう
定員7名　費用 2,000円
襖榾・椽　鈴木延坦　※実演
手描友禅　和田宣明  ※実演
刀剣研磨　臼木良彦  ※実演
簾製作　豊田　勇
色紙掛けをつくろう
定員4名　費用 500円
建具　木全章二　※実演
組子コースターをつくろう
定員8名　費用  1,000円
江戸切子　小林英夫　※実演
板ガラスに溝を彫ってみよう
定員12名（30分交代制）　費用 200円

江戸表具　岩崎清二  ※実演

象牙細工　前田賢次 　※実演
建具　友國三郎　※実演
「カンナ引き体験」（無料）
※作品を持ち帰ることはできません

江戸指物　山田一彦  ※実演
「指物を組み立ててみよう」（無料）
※作品を持ち帰ることはできません
相撲呼び出し裁着袴　富永　皓  ※実演
「裁着袴をはいてみよう」（無料）
※作品を持ち帰ることはできません

縫紋　天野一政  ※実演

更紗染　佐野利夫・勇二   ※実演

襖榾・椽　鈴木延坦　※実演
手描友禅　和田宣明　※実演
庖丁製作　吉實庖丁店　※実演

江戸木彫刻　渡辺美寿雄　※実演

建具　木全章二
二ツ折衝立をつくろう
定員8名　費用　2,000円
江戸切子　小林英夫
切子皿（約16㎝）をつくってみよう
定員10名　費用　1,500円
江戸表具　岩崎清二
ミニ屏風をつくろう
定員６名　費用　1,500円
刀剣研磨　臼木良彦 　※実演
建具　友國三郎
筆箱をつくろう
定員8名　費用　1,500円

11月3日
（土・祝）

11月4日
（日）

※　　　　は体験（職人教室）です。申し込みは当日会場にて受付いたします。
※内容は変更になる場合もあります。

都営新宿線�

東京メトロ東京メトロ�
半蔵門線半蔵門線�
東京メトロ�
半蔵門線�

工匠壱番館・弐番館�
（森下文化センター）�

小名木川�

深川江戸資料館�

菊川�

新大橋通り�

清洲橋通り�

森下�
深川�
神明宮�

森下五丁目�
バス停�

森下駅前�
バス停�

高橋高橋�
バス停バス停�
高橋�
バス停�

霊巌寺�

清澄�
白河�

高橋のらくろード�

高
橋�

都
営�

大
江
戸
線�

三
ツ
目
通
り�

清
澄
通
り��

東京都�
現代美術館�

清
澄
庭
園

清
澄
庭
園�

清
澄
庭
園�

交通　�
●地下鉄新宿線・大江戸線「森下駅」下車Ａ6
出口より徒歩10分
●地下鉄半蔵門線・大江戸線「清澄白河駅」下車
Ａ1・Ｂ2出口より徒歩12分
●都バス 門33〔亀戸駅前～豊海水産埠頭〕「高
橋」下車徒歩5分・業10〔業平橋駅～新橋〕
「森下5丁目」下車徒歩5分

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
第
２
回
　
伝
統
を
継
ぐ
も
の
展

無
形
文
化
財
保
持
者
の
指
導
を
受
け
た
職

人
さ
ん
た
ち
に
よ
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

今
回
も
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
受
け
継
が

れ
て
い
く
確
か
な
技
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
工
芸
品
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル

期
間
中
、
江
東
区
伝
統
工
芸
保
存
会
主
催

に
よ
る
伝
統
工
芸
品
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

当
日
は
様
々
な
実
演
を
実
施
し
ま
す
！�
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江
東
地
域
は
内
陸
河
川
の
運
河
が
縦
横
に

開
か
れ
て
い
る
町
で
す
。「
川
と
橋
の
町
」
と

い
う
こ
の
光
景
は
、
現
在
で
も
江
東
区
の
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
が
形
成
さ
れ
る
以
前
は
臨
海
部
だ
っ

た
亀
戸
北
部
に
開
削
・
整
備
さ
れ
た
北
十
間

川
。
徳
川
家
康
が
江
戸
入
府
か
ら
間
も
な
く
、

行
徳
か
ら
の
塩
の
輸
送
の
た
め
に
開
い
た
と

い
う
小
名
木
川
。
明
暦
の
大
火
後
の
開
発
で

開
か
れ
た
竪
川
や
大
横
川
、
横
十
間
川
。
隅

田
川
沿
岸
の
材
木
置
場
に
造
ら
れ
た
掘
割
が
、

や
が
て
東
へ
と
伸
び
て
大
き
な
水
路
と
な
っ

た
仙
台
堀
、
油
堀
。
城
東
地
域
の
新
田
開
発

に
貢
献
し
た
境
川
。
さ
ら
に
幹
線
の
運
河
か

ら
枝
の
よ
う
に
広
が
る
小
河
川
。

さ
な
が
ら
「
掘
割
網
」
と
も
い
え
る
水
路
が

形
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
掘
割
成
立

の
背
景
に
は
江

東
地
域
の
み
な

ら
ず
大
都
市
・

江
戸
の
成
立
や

発
展
の
過
程
が

色
濃
く
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
特
別
展
で
は
文
献
や
絵
画
資
料
等
を

も
と
に
江
東
地
域
を
特
色
付
け
て
い
る
掘
割

と
そ
の
沿
岸
の
歴
史
や
文
化
、
く
ら
し
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
（
深
川
江
戸
資
料
館
久
染
健
夫
）

展
示
構
成
　

深
川
の
成
立
（
小
名
木
川
）

元
木
場
の
堀
（
仙
台
堀
・
油
堀
な
ど
）

本
所
深
川
の
開
発（

北
十
間
川
・
大
横
川
な
ど
）

深
川
南
部
の
川（

大
島
川
・
木
場
内
の
河
川
）

城
東
地
域
の
堀
（
境
川
な
ど
）

＊
内
容
は
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

期
　
間

１１
月
１０
日
（
土
）
〜
２５
日
（
日
）

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
４
時
３０
分
ま
で
）

休
館
日

１１
月
１２
日
（
月
）

場
　
所

深
川
江
戸
資
料
館
　
レ
ク
ホ
ー
ル

料
　
金

大
人
３
０
０
円
小
中
学
生
５０
円

＊
展
示
室
観
覧
料
に
含
ま
れ
ま
す
。

＊
小
中
学
生
の
み
の
観
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

講
演
会「

関
東
の
河
川
水
運
と
小
名
木
川
」

関
東
全
域
に
つ
な
が
る
深
川
の
掘
割
の
位

置
付
け
を
、
関
東
の
河
川
流
通
の
観
点
か
ら

お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
　
　
時

１１
月
１６
日
（
金
）

午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分

講
　
　
師

川
名
登
　

（
千
葉
経
済
大
学
名
誉
教
授
）

会
　
　
場

深
川
江
戸
資
料
館
小
劇
場

定
　
　
員

２
３
２
名

参

加

費

５
０
０
円

応
募
方
法

『
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
ビ
こ
う
と
う
』

１０
月
１０
日
号
、ま
た
は『
江
東
区
報
』

１０
月
２１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

飾北斎「富嶽三十六景深川一万
年橋（複製）」深川江戸資料館所蔵

昭和30年代の大横川　亥の堀橋か
ら扇橋方向をのぞむ。堀には筏、
沿岸には製材所・工場が建ち並ぶ

江
東
区
の
歴
史
文
化
施
設
３
館
を
見
学

し
な
が
ら
、
周
辺
の
史
跡
や
文
化
財
を
あ

わ
せ
て
め
ぐ
り
ま
す
。

日
時

１１
月
１０
日
（
土
）
２３
日
（
祝
）

１０
〜
１５
時
（
９
時
５０
分
集
合
）

＊
深
川
江
戸
資
料
館
・
中
川
船
番
所
資

料
館
の
い
ず
れ
に
集
合
、
出
発
。

定
員

各
日
８０
人
（
合
計
１
６
０
人
）

参
加
費
　
５
０
０
円
　
＊
当
日
持
参
　

＊
交
通
費
、
昼
食
は
各
自
用
意
。

【
お
も
な
コ
ー
ス
】

①
深
川
コ
ー
ス

深
川
江
戸
資
料
館
〜
霊
巌
寺
〜
紀
文

墓
〜
本
誓
寺
〜
万
年
橋
〜
芭
蕉
記
念

館
分
館
史
跡
展
望
庭
園
〜
新
大
橋
跡

〜
芭
蕉
記
念
館
（
昼
食
）
〜
森
下
駅

（
都
営
新
宿
線
）→

大
島
駅
〜
大
島
稲

荷
神
社
〜
子
安
庚
申
堂
〜
宝
塔
寺
〜

中
川
船
番
所
資
料
館
　

②
中
川
コ
ー
ス
　

中
川
船
番
所
資
料
館
か
ら
出
発
し
、

深
川
コ
ー
ス
の
逆
を
辿
り
ま
す
。

講
師

教
育
委
員
会
認
定
文
化
財
ガ
イ
ド
員

応
募
方
法

『
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
ビ
こ
う
と

う
』
１０
月
１０
日
号
、
ま
た
は

『
江
東
区
報
』
１０
月
１１
日
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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中
川
船
番
所
資
料
館
で
は
、１０
月
３１
日（
水
）か
ら
１１
月
２５
日（
日
）ま
で
、特
別
企
画
展「
江
東
区
の

た
か
ら
も
の
」を
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
江
東
区
が
誕
生
し
て
か
ら
６０
周
年
、財
団
法
人
江
東
区
地
域
振
興
会
が
設
立
さ
れ
て
か
ら

２５
周
年
、中
川
船
番
所
資
料
館
が
開
館
し
て
か
ら
５
周
年
と
、そ
れ
ぞ
れ
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

今
回
は
こ
れ
ら
を
記
念
し
て
、現
在
ま
で
に
江
東
区
教
育
委
員
会
が
収
集
・
保
管
し
て
き
た
文
化

財
や
、区
民
の
皆
様
か
ら
の
寄
贈
品
な
ど
、
貴
重
な
「
江
東
区
の
た
か
ら
も
の
」
を
一
堂
に
公
開
し
ま

す
。そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

富
山
藩
家
老
近
藤
家
文
書

近
藤
家
は
加
賀
藩
の
藩
祖
・
前
田
利
家
が

尾
張
に
い
た
こ
ろ
か
ら
の
家
臣
で
、
寛
永
１６

年
（
１
６
３
９
）
に
富
山
藩
が
成
立
し
た
時

に
そ
の
家
老
と
な
り
、
代
々
藩
の
要
職
を
務

め
た
家
で
す
。
昭
和
６０
年
に
江
東
区
教
育
委

員
会
に
寄
贈
さ
れ
た
文
書
も
ん
じ
ょ

は
実
に
２
１
７
０

点
を
数
え
ま
す
。

今
回
は
そ
の
中

か
ら
、
利
家
の
子

で
初
代
加
賀
藩
主

の
利
長
（
利
勝
）

の
発
給
文
書
を
中

心
に
数
点
を
展
示

し
ま
す
。

こ
の
他
に
も
徳

川
家
康
・
榊
原
康

政
な
ど
の
戦
国
武

将
や
、
仙
台
藩
四
代
藩
主
・
伊
達
綱
村
の
発

給
文
書
な
ど
、
教
育
委
員
会
所
蔵
の
古
文
書

も
公
開
予
定
で
す
。

描
か
れ
た
江
東
地
域

教
育
委
員
会
で
は
多
く
の
浮
世
絵
や
絵
図

を
収
集
し
、
中
川
船
番
所
資
料
館
の
収
蔵
庫

で
保
管
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
江
東
区
に

関
係
が
あ
る
も
の
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
亀
戸
天
神
や
梅
屋
敷
、
冨

岡
八
幡
宮
、
深
川
三
十
三
間
堂
な
ど
、
明
治

以
降
は
深
川
周
辺
を
題
材
と
し
た
も
の
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
江
戸
・
東
京
の

近
郊
に
あ
っ
た
江
東
地
域
の
姿
を
よ
く
映
し

出
し
た
貴
重
な
資
料
で
す
。

ま
た
、
江
戸
の
町
を
描
い
た
「
分
限
江
戸

大
絵
図
」
や
、
小
名
木
村
（
現
在
の
大
島
３

〜
９
丁
目
）
の
絵
図
な
ど
も
展
示
す
る
予
定

で
す
。

昔
の
生
活
用
具

教
育
委
員
会
で
は
、
区
民
の
皆
様
か
ら
寄

贈
い
た
だ
い
た
貴
重
な
資
料
を
多
く
保
管
し

て
い
ま
す
が
、
普
段
は
資
料
館
な
ど
の
収
蔵

庫
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
あ
ま
り
ご
覧
い

た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
今
回
、「
区
民
の
た
か
ら
も
の
」
と

し
て
、
区
内
の
自
警
消
防
団
が
使
っ
て
い
た

半
纏
は
ん
て
ん

や
頭ず

巾き
ん

な
ど
の
装
束
を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
道
具
を
元
に
、

昔
の
生
活
の
よ
う
す
を
再
現
し
ま
す
。

こ
の
他
に
も
江
東
区
指
定
文
化
財
・
登
録

文
化
財
と
な
っ
た
資
料
を
中
心
に
、
区
内
に

あ
る
貴
重
な
文
化
財
を
可
能
な
限
り
で
公
開

し
ま
す
。
詳
し
い
話
を
お
聞
き
に
な
り
た
い

方
は
、
１１
月
２５
日
（
日
）
の
午
後
１
時
か
ら
、

職
員
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
別
企
画
展
の
設
営
の
た
め
、
１０

月
３０
日
（
火
）
は
臨
時
休
館
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（
中
川
船
番
所
資
料
館
　
鈴
木
将
典
）

開
館
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
４
時
３０
分
ま
で
）

休

館

日

毎
週
月
曜
日

入

館

料

２
０
０
円
（
小
中
学
生
５０
円
）

交
　
　
通

都
営
地
下
鉄
新
宿
線
　
東
大
島

駅
（
大
島
口
）
下
車
　
徒
歩
５
分

問

合

せ

江
東
区
中
川
船
番
所
資
料
館

江
東
区
大
島
９
―
１
―
１５

電
　
　
話

０
３
（
３
６
３
６
）
９
０
９
１

慶長10年12月21日付　前田利長発給
知行所目録（近藤家文書）

『東京名勝図会』三拾三間堂通矢之図

　
１０
月
１２
日
の
芭
蕉
の
命
日
を
偲
ん
で

講
演
会
を
行
い
ま
す
。�

演
　
題
�

「
古
池
に
蛙
は
飛
び
こ
ま
な
か
っ
た
」
�

講
　
師
�

長
谷
川
櫂（
俳
誌「
古
志
」
主
宰
） 
�

時

間

�

午
後
２
時
〜
３
時
３０
分
�

場
　
所
�

芭
蕉
記
念
館
１
階
会
議
室
�

（
常
盤
１
―
６
―
３
）�

定
　
員
　
８０
人
　
無
料
�

先
着
順（
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
）�

申
　
込
�

記
念
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で
�

℡
３
６
３
１
―
１
４
４
８
�

１０
月
７（
日
）�

時
雨
忌
（
芭
蕉
忌
）
講
演
会
�



6

「
川
向
こ
う
」
へ
渡
る
に
は
…

江
戸
の
新
開
地
「
本
所
深
川
」。
隅
田
川
に

隔
て
ら
れ
た
こ
の
地
域
に
足
を
踏
み
入
れ
る

に
は
船
で
乗
り
付
け
る
か
、
橋
を
渡
る
か
の

２
通
り
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
江
戸
時

代
、
隅
田
川
に
架
か
る
橋
は
北
か
ら
千
住
大

橋
、
吾
妻
橋
、
両
国
橋
、
新
大
橋
、
永
代
橋

の
五
橋
が
あ
り
、
江
戸
城
下
と
本
所
深
川
と

を
結
ぶ
動
脈
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
。

深
川
に
向
か
う
に
は
新
大
橋
（
現
常
盤
１

―
６
）
か
、
永
代
橋
（
現
佐
賀
１
―
６
）
を

渡
り
ま
し
た
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
々
が
利

用
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

国
立
国
会
図
書
館
の
旧
幕
引
継
書
と
い
う

史
料
群
の
な
か
に
こ
の
問
い
に
答
え
て
く
れ

る
史
料
が
あ
り
ま
す
。「
新
大
橋
渡
銭
之
高
書

上
」
と
い
う
史
料
に
は
天
明
４
年
（
１
７
８

４
）
か
ら
寛
政
１０
年
（
１
７
９
８
）
ま
で
、

月
ご
と
に
毎
月
何
人
が
渡
り
、
渡
銭
料
が
い

く
ら
入
っ
た
か
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
た
だ

し
部
分
欠
）。

新
大
橋
の
架
橋

新
大
橋
の
通
行
量
に
つ
い
て
お
話
し
す
る

前
に
、「
渡
銭
？
」、「
橋
っ
て
渡
る
の
に
お
金

が
必
要
だ
っ
た
の
？
」
と
い
う
疑
問
が
湧
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
す
、
江

戸
時
代
の
あ
る
時
期
、
新
大
橋
を
渡
る
に
は

お
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
通
行
料
が
必
要
だ
っ
た
の
か
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
に
つ
い

て
新
大
橋
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
見
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

新
大
橋
は
隅
田
川
に
架
か
る
３
番
目
の
橋

と
し
て
、
元
禄
６
年
（
１
６
９
３
）
１２
月
５

日
に
完
成
し
、
７
日
に
渡
り
初
め
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
時
、
隅
田
川
東
岸
の
開
発
が
本

格
的
に
進
み
こ
の
辺
り
も
急
速
に
町
と
し
て

発
展
し
、
幕
府
は
新
大
橋
を
架
け
る
こ
と
と

し
た
の
で
す
。
橋
は
浜
町
の
水
戸
藩
邸
か
ら

架
け
ら
れ
、
長
さ
１
０
８
間
（
約
１
９
６
ｍ
）

に
わ
た
り
ま
し
た
。
工
事
は
東
湊
町
一
丁
目

の
商
人
白
子
屋
伊
右
衛
門
が
請
け
負
い
、
晴

天
で
８０
日
の
予
定
を
わ
ず
か
５２
日
で
完
成
さ

せ
た
そ
う
で
す
。
使
用
し
た
材
木
は
９
６
７

本
、
費
用
は
護
岸
の
整
備
費
用
を
含
め
て
約

３
１
０
０
両
と
い
う
大
工
事
で
し
た
。
新
大

橋
の
名
前
は
当
時
両
国
橋
が
「
大
橋
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
名
付
け
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
（
千
住
大
橋
に
対
し
て
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
）。
こ
の
辺
り
に
住
む
人
々
は

新
大
橋
の
架
橋
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
、
松

尾
芭
蕉
が
「
あ
り
が
た
や
、
い
た
だ
い
て
踏

む
、
は
し
の
霜
」
と
悦
び
を
あ
ら
わ
し
た
句

を
詠
ん
だ
の
は
有
名
な
話
で
す
。

橋
廃
止
の
危
機

さ
て
、
橋
は
架
け
っ
ぱ
な
し
と
い
う
訳
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
当
然
管
理
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
大
風
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
の

後
は
架
け
直
し
や
補
修
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
享
保
４
年
（
１
７
１
９
）

の
大
風
雨
は
新
大
橋
を
大
破
さ
せ
、
再
建
に

６
１
２
７
両
も
の
費
用
が
か
か
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
新
大
橋
は
度
々
破
損
し
、
と
う
と

う
延
享
元
年
（
１
７
４
４
）
幕
府
は
橋
の
廃

止
を
検
討
し
ま
す
。
し
か
し
、
幕
府
が
町
の

人
々
の
意
見
を
聴
い
た
と
こ
ろ
、
深
川
町
名

主
八
郎
右
衛
門
以
下
１０
名
の
町
名
主
に
よ
っ

て
、
新
大
橋
を
町
で
管
理
す
る
願
い
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
町
奉
行
所
か
ら

新
大
橋
最
寄
り
の
町
に
限
定
し
て
再
出
願
す

る
よ
う
に
と
命
じ
、
翌
年
７
月
１２
日
に
正
式

に
深
川
町
名
主
八
郎
右
衛
門
、
清
住
町
名
主

弥
兵
衛
、
海
辺
大
工
町
名
主
八
左
衛
門
、
森

下
町
家
持
半
七
、
御お

船ふ
ね

蔵ぐ
ら

前
家
持

ま
え
い
え
も
ち

宗
兵
衛
に

よ
る
運
営
、
管
理
が
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。

橋
の
運
営
と
維
持
管
理

し
か
し
、
町
は
幕
府
の
よ
う
な
巨
大
な
財

源
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

維
持
管
理
の
費
用
は
ど
う
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。
財
源
は
４
つ
あ
り
ま
し
た
。
１
つ
目
は

江
戸
川
（
現
神
田
川
）
の
川
浚さ
ら

い
の
請
負
、

つ
ま
り
公
共
事
業
の
受
注
で
す
。
２
つ
目
は

橋
際
の
東
西
広
小
路
・
土
弓
場
・
葦
簀
張
商
場

よ
し
ず
ば
り
あ
き
な
い
ば

の
権
利
、
３
つ
目
は
本
所
相
生
町
・
深
川
橋

富
町
の
権
利
、
そ
し
て
４
つ
目
と
し
て
渡
銭

の
徴
収
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

渡
銭
は
武
士
以
外
（
付
随
す
る
仲
間
な
ど

も
含
む
）、
つ
ま
り
町
人
、
百
姓
、
町
医
、
出

家
、
荷
物
背
負
、
町
駕
籠
、
駄
賃
口
取
が
対

象
と
さ
れ
、
１
人
あ
た
り
の
通
行
料
は
片
道

銭
２
文
で
し
た
。
現
在
の
お
金
に
な
お
す
と
、

当
時
、
か
け
そ
ば
１
杯
が
１６
〜
２４
文
で
し
た

の
で
、
こ
れ
を
も
と
に
す
る
と
だ
い
た
い
５０

円
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

『江戸名所図会』新大橋三
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橋
の
東
西
際
に
は
下
番
屋
が
置
か
れ
、
橋

の
管
理
人
で
あ
る
「
下
代
」
の
ほ
か
に
「
渡

銭
取
」
と
呼
ば
れ
る
渡
銭
料
の
徴
収
係
が
い

て
料
金
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

橋
の
通
行
量

そ
れ
で
は
一
体
ど
の
く
ら
い
の
人
が
新
大

橋
を
利
用
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
下
の

表
は
天
明
５
年
（
１
７
８
５
）
の
毎
月
の
渡

銭
料
（
銭
高
）、
日
数
・
天
候
、
そ
こ
か
ら
割

り
出
し
た
通
行
量
を
示
し
た
も
の
で
す
。
例

え
ば
１
月
を
み
ま
す
と
、
渡
銭
料
が
１
８
２

貫
６
３
６
文
で
す
の
で
、
こ
れ
を
１
人
あ
た

り
の
通
行
量
（
２
文
）
で
割
る
と
、
月
に
９

万
１
３
１
８
人
が
渡
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
こ
れ
を
３０
で
割
る
と
、
１
日
あ
た
り

３
０
４
４
人
と
な
り
ま
す
。
通
行
量
は
３
〜

８
月
に
ピ
ー
ク
を
む
か
え
、
多
い
と
き
に
は

月
に
１５
万
人
以
上
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

１２
ヶ
月
分
積
み
重
ね
る
と
、
年
間
で
２
５
６

８
貫
２
１
５
文
（
約
６
４
０
０
万
円
ぐ
ら
い

で
し
ょ
う
か
）
と
な
り
、
１
年
間
で
実
に
１

２
８
万
４
１
０
８
人
も
の
人
が
利
用
し
て
い

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
武
士
か
ら
は

お
金
を
取
り
ま
せ
ん
の
で
実
際
は
も
っ
と
多

く
の
人
が
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
す
る

と
毎
日
、
多
い
時
に
は
５
〜
６
０
０
０
人
、

少
な
い
時
で
も
３
〜
４
０
０
人
の
人
々
が
往

来
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

天
明
５
年
だ
け
が
飛
び
抜
け
て
多
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
天
明
４
年
か
ら
寛
政
９

年
ま
で
を
み
て
も
お
お
よ
そ
年
間
１
０
０
〜

１
４
０
万
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
ど
う
い
っ
た
人
々
が
利
用
し
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
史
料
に
は
詳
し
く
記

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
深
川
か
ら
日

本
橋
へ
通
う
番
頭
さ
ん
や
職
人
さ
ん
、
日
本

橋
方
面
へ
向
か
う
物
売
り
な
ど
生
活
に
利
用

す
る
人
々
は
も
ち
ろ
ん
、
逆
に
深
川
へ
遊
び

に
来
る
人
々
、
ま
た
大
山
や
富
士
山
へ
向
か

う
大
山
講
、
富
士
講
の
人
々
な
ど
娯
楽
や
信

仰
を
目
的
と
し
た
人
々
も
大
勢
往
来
し
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

財
政
の
逼
迫

大
風
雨
や
火
事
に
よ
っ
て
落
ち
た
橋

を
再
建
す
る
に
は
莫
大
な
費
用
が
か
か

り
、
町
は
借
金
を
し
て
こ
れ
に
充
て
ま

し
た
。
例
え
ば
天
明
６
年
の
大
風
雨
に

よ
っ
て
流
さ
れ
た
橋
を
再
建
す
る
た
め

に
翌
７
年
に
８
１
８
両
の
赤
字
を
出
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
新
大
橋
は
何

度
か
落
橋
し
、
そ
の
度
に
莫
大
な
借
金

を
し
て
架
け
直
し
ま
し
た
の
で
、
次
第

に
運
営
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
毎
年
借
金
の
利
子

に
苦
し
む
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
多
い

と
き
に
は
利
子
だ
け
で
年
間
１
６
４
両

と
、
渡
銭
収
入
の
１
／
３
強
に
わ
た
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

よ
う
に
寛
政
２
年
に
は
財
源
の
２
つ
で

あ
っ
た
川
浚
い
の
請
負
と
、
本
所
相
生

町
・
深
川
橋
富
町
の
権
利
が
召
し
上
げ
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
町
方
は
管
理
を

続
け
ま
す
が
と
う
と
う
力
尽
き
ま
す
。

寛
政
９
年
の
焼
失
、
管
理
放
棄
へ

寛
政
９
年
（
１
７
９
７
）
１１
月
、
神
田
佐

久
間
町
か
ら
出
火
し
た
火
事
は
東
へ
向
か
い
、

新
大
橋
を
巻
き
込
み
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

非
常
時
に
活
躍
し
た
の
が
「
新
大
橋
役
舟
仲

間
」
と
い
わ
れ
る
船
頭
組
合
で
す
。
深
川
元

町
と
海
辺
大
工
町
の
２
組
が
あ
り
、
彼
ら
は

普
段
、
隅
田
川
で
の
諸
稼
ぎ
が
認
め
ら
れ
た

代
わ
り
に
、
こ
の
よ
う
な
出
火
や
出
水
の
時

に
救
護
船
を
出
し
た
り
、
後
片
付
け
を
し
た

り
、
橋
を
再
建
し
て
い
る
間
の
渡
船
を
行
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
町
方
に
は
橋
を
架
け
直
す
財
源

は
な
く
、
仮
橋
で
し
の
ぎ
、
公
儀
に
再
建
を

依
頼
し
ま
す
。
そ
し
て
文
化
５
年
（
１
８
０

８
）
１１
月
に
幕
府
に
よ
る
架
け
替
え
工
事
が

完
了
し
、
翌
年
２
月
２９
日
に
新
大
橋
の
管
理

は
町
方
の
手
を
離
れ
、
菱
垣
回
船
十
組
問
屋

ひ
が
き
か
い
せ
ん
じ
ゅ
っ
く
み
ど
ん
や

が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以
後
、

無
銭
橋
と
な
り
、
最
終
的
に
は
文
政
２
年

（
１
８
１
９
）
に
町
奉
行
掛
か
り
に
な
り
、
幕

府
が
管
理
・
運
営
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

『
鬼
平
犯
科
帳
』
で
長
谷
川
平
蔵
が
活
躍

し
た
時
代
も
新
大
橋
、
永
代
橋
は
渡
銭
料
が

必
要
で
し
た
。
き
っ
と
密
偵
相
模
の
彦
十
や

お
ま
さ
も
こ
こ
を
通
る
と
き
に
は
２
文
を
払

っ
て
渡
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

（
文
化
財
専
門
員
　
赤
澤
春
彦
）

1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
合計

１ヶ月の渡銭
（貫．文）

快晴
（日）
23�
17
21
15
21
21
20
13
17
22
20
28
238

1ヶ月の
通行量（人）

１日あたりの
通行量（人）

雨天
（日）
7
12
9
14
8
9
10
16
13
8
9
2
117

月

（金493両3分と銀8匁4分3厘4毛、金1両＝5貫200文）

天明5年（1785）の新大橋渡橋料金�

＊ただし、帳面の合計金額は2568.231文と記されている。　
＊月によって2文で割り切れない場合がある。その場合は繰り上げとした。

182.636
182.546
231.971
215.718
215.616
303.108
297.072
223.364
167.358
188.403
169.964
190.459
2568.215

91,318
91,273
115,986
107,859
107,808
151,554
148,536
111,682
83,679
94,202
84,982
95,230

1,284,108

3,044
3,147
3,866
3,719
3,718
5,052
4,951
3,851
2,789
3,140
2,930
3,174

1日平均 3,617

明治43年『東京名所写真帖』
（国立国会図書館所蔵）
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右
の
写
真
は
、
刺
子
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

綿
布
を
重
ね
合
わ
せ
て
一
針
お
き
に
縫
っ
た

も
の
で
す
。
二
重
に
な
っ
て
い
る
の
で
大
変

丈
夫
で
、
ま
た
水
を
吸
い
込
み
燃
え
に
く
な

る
た
め
、
江
戸
時
代
か
ら
火
消
装
束
と
し
て

使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

写
真
の
刺
子
は
、
襟
が
つ
い
て
い
る
タ
イ

プ
で
、
コ
ー
ト
の
よ
う
に
ボ
タ
ン
で
留
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
た
て
に
は
、
上

前
に
「
材
木
船
組
合
」、
下
前
に
「
大
黒
屋
」

と
あ
り
、
背
中
に
は
「
木
場
」
の
文
字
が
入

っ
て
い
ま
す
。

木
場
の
材
木
問
屋
で
は
、
近
所
で
火
事
が

あ
っ
た
時
に
は
い
ち
早
く
消
火
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
消
防
用
の
刺
子
を
用
意
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
刺
子
も
そ
う
し
た
も
の
の
一
つ

で
し
ょ
う
。

こ
の
刺
子
は
、
平
野
に
お
住
ま
い
だ
っ
た

佐
藤
和
夫
さ
ん
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。（

文
化
財
主
任
専
門
員
向
山
伸
子
）

〜
白
河
二
丁
目
遺
跡
海
辺
大
工
町
跡
〜

６
月
１５
日
か
ら
１９
日
に
か
け
て
白
河
２
―

９
で
埋
蔵
文
化
財
の
立
会
調
査
を
し
ま
し
た
。

場
所
は
深
川
江
戸
資
料
館
か
ら
少
し
東
へ
進

ん
だ
所
で
す
。
こ
こ
は
江
戸
時
代
、
黄
檗
宗

の
万
祥
寺
と
い
う
お
寺
の
門
前
に
あ
っ
た
海

辺
大
工
町
と
い
う
町
で
し
た
。

こ
の
一
帯
は
今
で
も
「
深
川
の
寺
町
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
霊
巌
寺
や
雲
光
院
な
ど

の
寺
院
や
大
名
屋
敷
が
建
ち
並
ぶ
閑
静
な
場

所
で
し
た
。
こ
こ
か
ら
江
戸
時
代
末
期
の
町

の
遺
構
や
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
の
で
す
。

ま
ず
、
地
下
２
・
１
ｍ
の
所
か
ら
木
樋
（
木

製
の
水
道
管
）
が
見
つ
か
り
ま
し
た
（
写
真

１
）。
３
枚
の
板
材
を
コ
の
字
に
組
み
合
わ
せ

て
あ
り
、
高
さ
は
１６
cm
、
幅
は
２０
cm
ほ
ど
で

す
。
生
活
排
水
な
ど
を
流
し
た
下
水
管
だ
と

思
わ
れ
、
江
戸
時
代
の
こ
の
地
域
に
下
水
管

が
通
っ
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
木
樋
の
下
か
ら
（
地
面
か
ら

２．

３
ｍ
）
大
量
の
蛎
殻
が
ま
と
ま
っ
て
出

て
き
ま
し
た
（
写
真
２
）。
深
さ
５０
cm
ほ
ど
の

穴
が
２
基
あ
り
、
大
き
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
３
・

６
ｍ
×
３
・
６
ｍ
と
７
ｍ
×
４
ｍ
ほ
ど
で
す
。

蛎
を
剥
い
た
後
で
ま
と
め
て
捨
て
た
跡
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。
深
川
の
蛎
と
い
え
ば
江
戸
で

も
名
高
い
名
産
の
ひ
と
つ
で
、
貞
享
４
年

（
１
６
８
７
）
の
「
江
戸
鹿
子
」
や
享
保
２０
年

（
１
７
３
５
）
の
「
江
戸
砂
子
」
と
い
っ
た
地

誌
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
３６
年
に

漁
業
権
を
放
棄
す
る
ま
で
獲
ら
れ
、
問
屋
に

納
め
る
た
め
漁
師
の
家
族
が
総
出
で
殻
を
剥

い
て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
地
下
２
・
６
ｍ
の
と
こ
ろ
か
ら
直
径

４０
〜
４５
cm
の
桶
が
２
基
見
つ
か
り
ま
し
た
。

ひ
と
つ
は
井
戸
、
も
う
ひ
と
つ
は
ト
イ
レ
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
他
に
も
徳
利
や
茶
碗

な
ど
の
生
活
用
品
が
出
て
き
ま
し
た
（
写
真

３
）。我

々
が
住
ん
で
い
る
地
面
の
下
に
は
江
戸

時
代
の
生
々
し
い
痕
跡
が
ま
だ
ま
だ
残
っ
て

い
そ
う
で
す
。

写真1 木樋�

写真2 蛎殻�

写真3 出土した生活用品�

調査地位置図（文久2年本所深川絵図を加工）


